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1584 歩、運 動 量 は、男 子 285．4± 84．7kcal、女 子 158．7± 83．6kca⊥
と、男子が ともに有意 に 高値 を示 した （と も｝こ P＜0．001）。 以 上 の

結 果 よ り、知 的 障が い の あ る生 徒 に お い て も、女 子 に比 べ 男子 に

お い て 身体 活動 量が 多 くな る傾 向が あ る こ と が確 認 さ れ た、、今後

は、長 期休業 」Pや 家庭 で の 身体活動 量 など に つ い て も検討 を 行い 、
彼 らの 身体活動量の 増加、さ らに は肥満解消

・
健康体 重の 獲得に

貢献で きる よ うな資料作 成や 支援 を行 っ て い きた い 。
【付記1 本研 究 は、平 成 19年度財団法人 日本教育公 務貝弘済会本

部奨励金 の 助成 を受 けて 実施 した。

しなが ら お手玉 ・フ リス ビー （逆 に して 引 っ 掛 け る）投 げ。個 人

差は あ る が 訓練を継続 して い け ば 受動的 なつ まみ 動作 に近 くな

り、何 とか ⊥ 夫 して 離 し動作 に 近 い もの に な っ て くる 。 忍耐 を持
っ て取 り組 む こ とが 必 要。
【考 察】デ イ サ

ー
ビス 施設 で の 平均 2時間半 の利用 時間で の体育訓

練 は要 介護 施 設 は 10分 程 度、要 支援施 設 は 20分 （休 み を挟 む ）

近 くで あ る が、例 え 週
．・

回で あ っ て も こ の 運 動 を楽 しみ、一
生 懸

命取 り組 ん で い る 姿勢を見て い る と、指導者 と して 根気 強 く繰 り

返 す こ とで、利用 者 さ ん が何 ら か の や る気 を見つ け た り効果 を確

認 して 欲 しい と願 うもの で す。

膝関節へ の テ
ーピン グ施術が下腿部 の血液循環へ およぼす影響

立 位 型簡易胸腰 部回 旋角度測 定器 の 客観性 ・再現 性 の 検討

○渡辺紳
…、松尾　崇、高橋勝 美 （神奈 川工 科大学）、

　砂川 憲彦 （帝京平成大学〕、
　本郷仁 吾 （帝京 大学）

tは じめ に】テ
ーピ ン グの 施術 に は、生体 へ の 正 しい 理 解 と熟達

が 重 要で あ る が 、施術 経験 の 差が 生 体に どの よ うな 影響 を もた ら

すの か に つ い て 検証 した報 告 は み あた ら な い 。本報 告で は、テ ー

ピ ン グ施術経 験の 異な る施術者が膝関節へ 施術 した 際の 、
．
ド腿部

の血 液循 環や 体 表面 温度 の 変化 を検証 する こ と を目的 と した。
【方法］対象者は健常男子大学生 10名 （2工一23歳）の志 願者と し、
日本体 育協 会の 教本 に準拠 した 方法で 右膝 関節 に テ

ーピ ン グ を施

術 し た。施術 者 は、日本体 育協会公 認 ア ス レ テ ィ ッ ク トレ ー
ナ
ー

の 有資格者 1名 （熟練者 ）、お よび 施術経験 の な い 男子 大学生 1名

（非 熟練者 ） と した。右膝 関節 へ 施術 した の ち、赤外線 サーモ グ

ラ フ ィ （口本 ア ビ オ ニ ク ス   、TVS500 ）お よび レ
ー

ザ
ー

ド ッ プ

ラ ー血流 画像 化装置 （  モ ン テ シ ス テ ム 、MoorLDD を用 い て 、
右下 腿部の 体表面温度 と皮膚組織血流量 を8分お きに 40分間計測

した。
【結果 お よ び考察 】施術 部位 よ りも遠 位部 にお け る体 表面 温度 と

皮 膚組織血流量 は、非熟 練者が 施術 す る こ と で よ り低 ドす る傾 向

が 認 め られ た。非熟練者 は、熟練 者よ り も必 要 以上 に 強 く施術 す

る 可能性 が あ る こ とが 示 され た が、テ ーピ ン グ の 教 本 で は 曖 味な

表現 （1
．．
適度 な緊張で 」、「爪 の色 をチ t［ ッ ク」な ど）が多 く、必

要 な知 識 と十分 な経験が 重要で あ る こ とが 再確認 され た。

○福 島
．一
敬 、 鈴木浩之、三澤哲夫 （千葉工業大学大学院）

lH的 】股関節の 可 動域 は 股 関節屈 曲、伸展 、内 転、外転、内旋、
外旋が ある。さら に脊柱 を軸 に した胸腰 部回旋角度 が 挙げ られ る。
しか し、こ の 角度 を計 測 す る測 定 器 及 び方法論 に つ い て充分 な検

討 は これ ま で ほ と ん どな い 。著 者 は、座 位 に よる 簡易胸腰 部回旋

角度測定器を製作 し検討を行っ て きた が、立 ち座りなどに よ る被

測定 者 へ の 負 担が 大 きい 為、よ り簡易化 を目的 と した、立位 型簡

易腰部同旋角度測定器 を製作 した。
　本研 究 の 目的 は、試作 した立 位型 簡易腰部 回旋角度測 定器の 再

現 性 ・客 観性 を検討 す る もの で あ っ た。
【方法 】検者 6名、被 検者 5名。検者 は

．．・
人 の 被検 者 に対 して 右左

共 に 1度 ずつ の 練習 後 に それ ぞれ 2回測定 を行 っ た，，客観性 ・再
現性 の 検討 は、有意差 検定 で行 っ た。有意差検 定 を用 い た 再現性

の 検討 方法 は、同一検者 が同一被検者 に 複 数回測定 し、1同 目 と2

回 目に お ける 平均値の 比較を行 っ た ． 客観性の検討方法は、同
一

被検 者 に 異 な る検者 が測定 し、検 者 間の 平均値 の 有意差検 定 を行

っ た。
【結果】有 意差 検定 に よる簡易 胸腰 部 回旋 角度 計測定 器 の 再現性

及び 客観性 の 検討 で は、い ずれ も左 右 と も に有 意 な差 は 認め られ

な か っ た。（
．
再現性 ：検者 1〜検者 6それ ぞれ Testl 　vs 　Test2　N ．S。

客観性 ：検者 1vs 検者2〜6、検者2　vs 検者3〜6、検者 3vs 検者
4 −一・6、検 者 4vs 検者 5−−6、検者 5vs検 者 6、い ず れ もN ．S＞
【考察】 こ れ に よ り、再 現 性 ・客観 性 が認 め られ、測定器 と して

の 有効 性が実証 された。
脳 血管障 害者片麻 痺の 上肢 回復 の 過程 と リハ ビ リテ

ーシ ョ ン 体育

種 目 （投動作 を 中心 に）か ら見 る

○橋谷俊胤 （山／十iりハ ビ リ
・
ク リ ニ ッ ク）

【は じめ に 】脳血 管 障害片麻 痺 者 の 上肢麻 痺 囿復 は必 要以 上 に 変

化 を求める こ とが 多い
． 悲観的既成概念 を少 しで も打破する た め

に は、少 しの 希 望で あ っ て もお 互 い 励 ま しあい 、訓練種 目 を選 定

し、取 り組 み 続 け る こ とが 人 生 をよ り豊 か にす る の で は な い か ¢

脳 血 管障害片 麻痺者 に対 して 4年問 の 取 り組 み の 中で 、評価 し訓

練 す る中で 成 果が 少 し見 えて きた の で 報告す る。
【方法】高齢 者障害者短 時 間機 能訓練対応 デ イサ ービス 2 ヶ 所 （要

介 護 中心施 設 と要支援 中心施 設の 2 ヶ 所）、原則と して 週
一

回の 訓

練 で、一．一
回の 訓 練時 間が 10分程 度で ある が、要介 護施 設 は体 育以

外 は 集団体 操、囗 腔体操、個別 と して マ シ ーン F レ ー
ニ ン グ、自

転 車 な ど、要支援 施設 は 体育以外 は集団体操、マ シ
ー

ン トレーニ

ン グ、自転車、私 が 参加 した と き は ラ ジ オ 体操 1 ・1 、リ ズ ム 体

操、卓球 な ど プ ラ ス す る 。訓練 の 合間 は お 茶 を飲み なが ら の 会話

が 弾 む。リハ ビ リテ
…シ ョ ン 体育種 目は ボ ール 運動 （バ ス ケ ッ ト

ボール の キ ャ ッ チ
・ス ロ

ー、バ レ
ー

ボ
ー

ル 両手あ るい は 片手 の ア

タ ッ ク）フ リス ビ ー・
お 手 工 （キ ャ ッ チ ・ス ロ

ー
）バ ドミ ン トン

（短 ラ ケ ッ ト）、卓 球等。評価 は ブ ル ン ス トロ ーム 回復ス テ
ー

ジ テ

ス トエ
．−W （Br と略す ） （ヒ肢

・
科 旨）、知覚、座位で 大 腿 に 置い

た手 を5秒 間で 何回顎に タ ッ チ で きる か、握力等。
【結 果 1 回 復 ス テ ージ ffか ら ゴ ロ 卓球 開始、皿 近 くに なれ ば補 助

日本 式及び 北欧式 トラ ン ス フ ァ
ー

テ ク ニ ッ ク に お け る 要介護者の

残存機能の 活用性

○鈴木浩之、福 島
一
敬、八 田

一
利 （千葉工 業大学大学 院）

【目 的」デ ン マ
ー

ク で は、重 度 な 障が い 者で あ っ て も、人聞 に は

必 ず何 ら かの 機 能が 残 っ て い る はず で あ る と考え られ て い る。従
っ て、障 が い 者や 高齢者に対す る介護は、要介護者 の 持 っ て い る

機 能 を 出来 る 限 り引 き出 し、それ を活用で きる よ うに す る もの で

な けれ ばな ら な い
。 そ うする こ と に よ り、要介護者 は、機能 の 低

下や老化 を極力 防止 す る こ とが出来 る と考 え られ て い る。本研 究

で は、囗本 式及 び北 欧 式 トラ ン ス フ ァ
ーテ ク ニ ッ ク の 残 存機能 の

活用性 につ い て 比較、分析す るこ とで ある。
【方法】 同一介護 者役 〔被 験者 ）が 筋電 計 を左 側脊柱 起立 筋 に 付

け、2名の 要 介 護者 役 に4回ず つ H本式 及 び北 欧式 トラ ン ス フ ァ
ー

テ クニ ッ ク を そ れ ぞ れ 行 い 、1 回 目か ら 4 回 目まで の 筋電 図 Area
単位 時 聞 （皿 V・sec 〕の 平 均値 の 比較 ・分 析を行っ た 。 介助 動作
は 、ベ ッ ドで の 上 方移 動 介 助 を用 い た。
【結果 】有 意差 検定 に よる 日本 式及 び 北 欧式 トラ ン ス フ ァ

ー
テ ク

ニ ッ ク の 筋 電 図Area単位 時間 〔mV
・
sec ）で は、要介護者  及 び

要介 護 者  に お い て 、有 意 な結 果 が 認 め られ た 腰 介 護者  ：

pくO．001＊＊ ＊
要 介護 者  ．：pく0．Ol＊ ＊

）。
【考 察】北 欧 式 トラ ン ス フ ァ

ー
テ ク ニ

ッ ク は 、単に介護 者 の 負担
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